
数学Ⅰ第４報告課題の手引き～９月 1日スクーリングで解説～ 

１ １次関数のグラフのかき方 

①ｘ＝０のときのｙの値を計算 → ２×０－１＝－１（これがｙ切片） 

 ｙ＝０のときのｘの値を計算 → ２× x－１＝０ より x＝
2

1
（これがｘ切片） 

                   点(０，－１)、（
2

1
，０）を通るので 

                   グラフは左の図のようになる。 

 

 

 

 

２ ②について説明する。 

 知らない関数のグラフを描くときは、先ず、表を作る。 

x  －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ 

22x  １８ ８ ２ ０ ２ ８ １８ 

次に、５～７個程度の点を打ち、 

最後に、これらを曲線で結ぶ。 → 

 

 

注 縦軸と横軸を同じスケールでとれば、もっと細長い形 

 になるが、縦軸を横軸より短くしてあるので、図のよう 

になる。 

 

 

 

 
2xy  、

22xy   などの形は、       で、左右対称な形になっている。 

 

 

 
2xy  、

22xy   などの形は、     で、左右対称な形になっている。 

 

３ 先ず、丁寧に表とグラフをかきましょう。 

 

 

④   21
2
 xy  について解説する。 

 この式の形から、グラフのおおよその形が分る。じゃあ、どのようにして分るのか? 

  21
2
 xy  

         この部分は、 x－１＝０ （つまり x＝１）のときだけ ０２＝０で 

               それ以外のときは、０ より大きい 

         この部分は、 x－１＝０ のときだけ ０２＋２＝２ で 

                   それ以外のときは、２ より大きい 

   

 2次関数のグラフは、必ず、    または、     になるのだから、 

 

  

 

この時点で、                 という形になることが分る。 

 

 

 

ここまでの形がグラフのベースとなるものです。あとは、これに必要なものをかき加えていき

ます。今後も、この形をグラフのベースと呼ぶことにします。 

 

４ 

① 42  xy  

           x＝０ で y＝４ 

           それ以外で y ＜４ 

 よって、グラフのベースは右図 

    頂点は （    ，   ） 

    軸は  ｘ＝ 

②  232  xy  

            x＋３＝０（ x＝－３） で y ＝０ 

            それ以外で y ＞０ 

    よって、グラフのベースは右図 

    頂点は （    ，   ） 

    軸は  ｘ＝ 
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③①   32
2
 xy  

           x＋２＝０（ x＝－２） で y＝３ 

           それ以外で y＜３ 

 よって、グラフのベースは右図 

    頂点は （    ，   ） 

    軸は  ｘ＝ 
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2

1 2
 xy  

            

 x－３＝０（ x＝３） で y＝－２ 

            それ以外で y＞－２ 

    よって、グラフのベースは右図 

    頂点は （    ，   ） 

    軸は  ｘ＝ 

５ 「式の変形」については、少し復習しておきましょう。  

 例えば、 122  xx ＝  21x  となります。その理由は、以下の通り。 

 21x ＝  1x ×  1x  これは、筆算で計算します。 

 

 

 

 

この筆算の結果から、 

 1x ×  1x ＝ 122  xx  すなわち、  21x ＝
22 112  xx であることが分ります。 

同様の計算から、            21x ＝
22 112  xx  

                    22x ＝
22 222  xx  

                    23x ＝
22 332  xx  
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 xx  などが分ります。 

 

(ｘ＋□)２＝ｘ２＋２×ｘ×□＋□２
  この形は、いつでも成り立ちます。 

したがって、その逆 

ｘ２＋２×ｘ×□＋□２
 ＝(ｘ＋□)２  

ｘ２－２×ｘ×□＋□２
 ＝(ｘ－□)２ もいつでも成り立ちます。 

例えば、ｘ２＋２×ｘ×□＋□２ ＝(ｘ＋□)２ 

 □が邪魔なので、これを外すと、ｘ２＋２×ｘ×１＋１２
 ＝(ｘ＋１)２ 

         つまり、ｘ２＋２ｘ＋１ ＝(ｘ＋１)２となります。 

練習 □の中に適当な数を入れて式を作ってみましょう。 

ｘ２＋２×ｘ×□＋□２ ＝(ｘ＋□)２ 

ｘ２－２×ｘ×□＋□２ ＝(ｘ－□)２ 
さて、そこで、問題に戻りましょう 

① xx 62   

＝ｘ２＋２×ｘ×□＋□２ －□２ ＝(ｘ＋□)２－□２
 

同様に②もやってみましょう。 

28102  xx  

＝ｘ２－２×ｘ×□＋□２
 －□２

 ＋２８＝(ｘ＋□)２－□２
＋２８ 

                         ＝ 

６ 

① 782 2  xx ＝   742 2  xx  がヒントです。 

 

② 562  xx ＝   562  xx  がヒントです。 
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